
（７） No.727広報 平成23年6月10日 

おしらせHOTコーナー　案内・催し 
   　

埼
玉
県
で
、
革
靴
製
造
業
に
係
る
製
甲

ま
た
は
底
付
け
の
業
務
に
従
事
す
る
家
内

労
働
者
の
最
低
工
賃
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
２３
年
４
月
３０
日
以
降
こ
の
業
務
を
委

託
す
る
場
合
に
は
、
改
正
さ
れ
た
最
低
工

賃
額
以
上
の
工
賃
を
支
払
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
 

J
埼
玉
労
働
局
賃
金
室
蕁
０４８
・
６００
・
６
２

０
５
 

      

 

①
ベ
ー
シ
ッ
ク
ヨ
ガ
教
室 

Q
８
月
２
日
〜
３０
日
（
毎
週
火
曜
日
・
全

５
回
）
　
午
前
９
時
３０
分
〜
１０
時
３０
分 

N
市
内
在
住
・
在
勤
の
方 

O
ス
ト
レ
ッ
チ
を
中
心
と
し
た
運
動
を
行

い
ま
す
。
筋
緊
張
を
持
続
し
た
り
、
リ
ラ

ッ
ク
ス
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
血
液
循
環

促
進
・
疲
労
回
復
・
歪
み
矯
正
・
免
疫
向

上
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
体
感
で
き
ま

す
。 

          

K
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル
　 

R
体
験
参
加
を
含
め
て
４５
人
（
先
着
順
） 

P
１
２
０
０
円
（
保
険
料
含
む
） 

※
体
験
参
加
は
１
回
３００
円 

②
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室 

Q
７
月
７
日
〜
８
月
２５
日
（
毎
週
木
曜
日
・

全
８
回
）
　
午
前
１０
時
〜
１１
時
　
　
　
　 

N
市
内
在
住
・
在
勤
の
方 

O
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
す
有
酸

素
運
動
（
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
）
と
ボ
ク
シ
ン

グ
運
動
を
組
み
合
わ
せ
、
効
率
的
な
全
身

運
動
を
行
い
ま
す
。 

K
室
内
用
運
動
靴 

R
体
験
参
加
を
含
め
て
４５
人
（
先
着
順
） 

P
２
０
０
０
円
（
保
険
料
含
む
） 

※
体
験
参
加
は
１
回
３００
円 

③
活
き
活
き
シ
ニ
ア
健
康
体
操
教
室 

（
ダ
ン
ベ
ル
体
操
・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・
ス

ト
レ
ッ
チ
の
ミ
ッ
ク
ス
体
操
） 

Q
８
月
２
日
〜
３０
日
（
毎
週
火
曜
日
・
全

５
回
）
　
午
前
１０
時
４５
分
〜
１１
時
４５
分 

N
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
で
５０
歳
以
上
の

方 O
ダ
ン
ベ
ル
体
操
（
軽
い
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
）
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
（
有
酸
素
運
動
）、

ス
ト
レ
ッ
チ
（
整
理
体
操
）
の
運
動
を
効

率
よ
く
取
り
入
れ
た
全
身
運
動
を
行
い
ま

す
。 

K
室
内
用
運
動
靴
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は

バ
ス
タ
オ
ル 

R
体
験
参
加
を
含
め
て
４５
人
（
先
着
順
） 

P
１
２
０
０
円
（
保
険
料
含
む
） 

※
体
験
参
加
は
１
回
３００
円 

④
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
教
室 

Q
７
月
５
日
〜
８
月
３０
日
（
毎
週
火
曜
日
・

全
８
回
※
７
月
２６
日
を
除
く
）
　
午
後
７

時
３０
分
〜
８
時
３０
分
　 

N
市
内
在
住
・
在
勤
の
方 

O
„
動
“
と
„
静
“
の
さ
ま
ざ
ま
な
ポ
ー

ズ
を
流
れ
る
よ
う
に
連
続
し
て
行
い
、
ヨ

ガ
の
効
果
を
し
っ
か
り
実
感
で
き
ま
す
。

運
動
量
が
多
い
の
で
、
代
謝
が
良
く
な
り         

集
中
力
も
強
化
さ
れ
て
ス
ト
レ
ス
解
消
に

も
な
り
ま
す
。 

K
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル
　 

R
体
験
参
加
を
含
め
て
４５
人
（
先
着
順
） 

P
２
０
０
０
円
（
保
険
料
含
む
） 

※
体
験
参
加
は
１
回
３００
円 

―
①
〜
④
共
通
―
　 

お
子
様
連
れ
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。
　

L
エ
イ
ト
ア
リ
ー
ナ
体
育
室 

M
①
③
は
、
６
月
１３
日
午
前
９
時
か
ら
、

②
④
は
、
６
月
１４
日
午
前
９
時
か
ら
電
話

予
約
の
う
え
、
参
加
費
を
添
え
て
文
化
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
蕁
９９６
・
５
１
２
６
）

窓
口
へ 

  

　 　
子
ど
も
の
心
に
感
動
を
与
え
る
名
作
映

画
を
、
親
子
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

Q
７
月
９
日
貍
　
▼
午
前
の
部
＝
午
前
１０

時
３０
分
〜
午
後
０
時
１５
分
▼
午
後
の
部
＝

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
１５
分
※
各
部
の
開

場
は
、
３０
分
前 

L
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル 

R
各
部
５００
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

※
抽
選
結
果
は
７
月
上
旬
ま
で
に
発
送 

P
無
料 

M
６
月
２２
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
で
青
少
年
育
成
八
潮
市
民
会
議

事
務
局
（
社
会
教
育
課
内
蕁
A

３
５
７
）

へ
※
は
が
き
１
枚
で
申
込
者
を
含
め
４
人

ま
で
申
し
込
み
可 

                

　
専
称
寺
木
造
聖
観
音
菩
薩
立
像
の
市
文

化
財
指
定
を
記
念
し
て
、
普
段
は
目
に
す

る
こ
と
の
出
来
な
い
文
化
財
修
復
の
現
場

か
ら
見
え
て
く
る
仏
像
の
様
相
な
ど
、
一

味
違
う
仏
像
の
世
界
に
ご
案
内
し
ま
す
。 

①
講
演
会 

Q
６
月
１８
日
貍
　
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分 

L
資
料
館
視
聴
覚
講
座
室 

O
演
題
＝
平
安
仏
の
修
復
―
専
称
寺
木
造

聖
観
音
菩
薩
立
像
修
復
を
一
例
と
し
て 

講
師
＝
櫻
庭
裕
介
さ
ん
（
早
稲
田
大
学
講

師
〈
文
化
財
修
復
専
門
〉
） 

R
８０
人
（
申
込
順
） 

P
無
料 

M
資
料
館
蕁
９９７
・
６
６
６
６ 

②
文
化
財
解
説 

Q
６
月
１２
日
豸
・
２６
日
豸
　
午
前
１０
時
３０

分
、
午
後
２
時
（
い
ず
れ
も
３０
分
程
度
）

※
申
込
不
要
、
時
間
ま
で
に
会
場
へ 

L
資
料
館
企
画
展
示
室 

O
資
料
館
職
員
に
よ
る
専
称
寺
木
造
聖
観

音
菩
薩
立
像
の
解
説 

P
無
料 

J
資
料
館
蕁
９９７
・
６
６
６
６ 

  

　
く
ず
し
字
を
学
び
、
歴
史
を
読
み
解
く

楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

Q
６
月
２６
日
豸
・
７
月
３
日
豸
　
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

L
資
料
館
視
聴
覚
講
座
室 

R
２０
人
（
申
込
順
） 

P
無
料 

M
６
月
２４
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話

で
資
料
館
（
蕁
９９７
・
６
６
６
６
）
へ 

  

Q
７
月
２３
日
貍
　
八
潮
駅
午
前
９
時
集
合 

L
古
新
田
地
内
農
園 

O
旬
の
地
場
野
菜
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
キ

ュ
ウ
リ
・
ミ
ニ
ト
マ
ト
）
の
収
穫 

R
２５
組
（
申
込
順
、
小
学
生
以
下
保
護
者

同
伴
） 

P
一
組
１
０
０
０
円
（
保
険
料
を
含
む
）

M
園
芸
協
会
（
農
政
課
内
蕁
A

２
９
９
）

へ 
           

Q
６
月
２５
日
貍
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時 

L
資
料
館 

N
中
学
生
以
上
の
方 

R
２０
人
（
申
込
順
） 

P
５００
円 

M
６
月
１７
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話

で
資
料
館
（
蕁
９９７
・
６
６
６
６
）
へ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 　
腹
式
呼
吸
で
健
康
を
保
持
し
楽
し
い
人

生
を
送
り
ま
し
ょ
う
。 

Q
６
月
２３
日
〜
７
月
２１
日
（
毎
週
木
曜
日
・

全
５
回
）
　
午
後
２
時
〜
４
時 

L
八
條
公
民
館
会
議
室
２ 

O
講
師
＝
野
口
神
和
さ
ん
（
神
風
流
神
和

会
） 

K
筆
記
用
具 

R
１５
人 

P
５００
円
（
資
料
代
。
６
月
２１
日
ま
で
に
納

入
） 

M
６
月
２１
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話

で
文
化
協
会
（
八
幡
公
民
館
内
蕁
９９５
・
６

２
１
６
）
へ
※
受
付
時
間
＝
午
前
１０
時
〜

午
後
４
時 

  

　
半
年
間
に
わ
た
る
講
習
で
い
っ
し
ょ
に

花
を
咲
か
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

Q
６
月
１８
日
、
７
月
１６
日
、
９
月
１７
日
、

１１
月
１９
日
、
平
成
２４
年
１
月
２１
日
（
い
ず

れ
も
土
曜
日
・
全
５
回
）
　
午
後
３
時
〜

４
時
３０
分 

L
八
幡
公
民
館
第
２
会
議
室
・
研
修
室 

O
講
師
＝
小
澤
正
直
さ
ん
（
八
潮
洋
ら
ん

同
好
会
）
ほ
か 

K
各
自
所
有
の
洋
ら
ん
（
持
っ
て
い
る
場

合
の
み
）
、
鉢
、
植
木
は
さ
み
、
へ
ら
（
植

替
用
具
…
洋
食
用
ナ
イ
フ
で
も
代
用
可
）
、

筆
記
用
具 

R
２０
人
（
先
着
順
） 

P
１
０
０
０
円
（
教
材
用
の
洋
ら
ん
３
鉢
。

６
月
１７
日
ま
で
に
納
入
） 

M
６
月
１７
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話

で
文
化
協
会
（
八
幡
公
民
館
内
蕁
９９５
・
６

２
１
６
）
へ
※
受
付
時
間
＝
午
前
１０
時
〜

午
後
４
時 

不
用
品
 

あ
っ
せ
ん
コ
ー
ナ
ー
 

ゆ
ず
り
ま
す
 

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
 

●
問
題
が
生
じ
た
と
き
は
当
事
者

間
で
解
決
し
て
い
た
だ
き
、市
は
責

任
を
負
い
か
ね
ま
す
。 

M
J
商
工
観
光
課
蕁
A
３
３
６ 

・
幼
児
用
自
転
車
（
補
助
輪 

　
付
・
５００
円
〜
）
　 

・
ゴ
ル
フ
道
具
（
無
償
） 

・
ロ
デ
オ
ボ
ー
イ
蠡
（
無
償
） 

・
学
習
い
す
（
２
脚
・
無
償
） 

  

・
家
庭
用
ミ
シ
ン
（
有
償
相 

　
談
） 

夏
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
 

埼
玉
県
革
靴
製
造
業
最
低
 

工
賃
の
改
正
 

親
子
名
作
映
画
会
 

「
ト
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
３
」
 

体
験
講
座
「
布
ぞ
う
り
づ
く
り
」
 

洋
ら
ん
栽
培
講
習
会
 

詩
吟
体
験
教
室
 

古
文
書
講
座
 

歴
史
講
座
・
文
化
財
解
説
 

夏
野
菜
旬
採
り
合
戦
 

往信 340-8588

記入例 

八
潮
市
中
央
一
丁
目
2
番
地
5

八
潮
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
 
内
 

　
青
少
年
育
成
八
潮
市
民
会
議
事
務
局
宛
 

折
　
り
　
線

折
　
り
　
線
 

折
　
り
　
線
 

※この面は何も記入しない 

返信 340-○○○○ 

申

込

者

住

所

 

申

込

者

氏

名

 

①申込者 
　氏名・電話番号 
②同行者氏名 
　（３人まで） 
③鑑賞希望の部 
（○を付けてください） 
ア　午前の部 
イ　午後の部 
ウ　どちらでもよい 

親子名作映画会の 
入場を申し込みます 

社会を明るくする運動 
啓発キャンペーン 

　社会を明るくする運動は、すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯し
た人たちの更生について理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、
犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。 
Jさいたま保護観察所企画調整課 
蕁０４８・８６１・８２８７ 

Q７月９日貍　午後３時３０分～５時 
L八潮駅前広場周辺 
O八條中学校吹奏楽部による演奏、啓発資料など配布 
J社会福祉課蕁A３１６ 

7月は、社会を明るくする運動 
強調月間です 


